
宇宙基本計画 及び 
国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会

中間取りまとめの 
概要 

平成27年3月8日 

（独）宇宙航空研究開発機構 

 有人宇宙ミッション本部 

きぼう利有委第１回 資料２ 
第１回会合後修正版 



４．我が国の宇宙政策に関する具体的アプローチ 

（２） 具体的取組  

 ① 宇宙政策の目標達成に向けた宇宙プロジェクトの実施方針 

  ⅸ）宇宙科学・探査及び有人宇宙活動 

 「・国際宇宙ステーション（ISS：International Space Station）計画を含む有人宇宙活動に

ついては、費用対効果を向上させつつ、我が国が引き続き宇宙分野での国際的な発言
力を維持するために、将来の人類の活動領域の拡大へ寄与しつつ、技術蓄積や民間
利用拡大の戦略的実施等が効果的・効率的に行われることを前提に、これに取り組む。 
  
 また、平成33 年以降平成36 年（2021 年以降2024 年）までのISS 延長への参加の是非

及びその形態の在り方については、他国の動向も十分に勘案の上、外交、産業基盤維
持、産業競争力強化、科学技術等に与える効果と要する費用に関し様々な側面から総
合的に検討を行い、平成28 年度末までに結論を得る。」 

宇宙基本計画（平成27年1月9日宇宙開発戦略本部決定）における 
国際宇宙ステーションに関する記述 
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科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 宇宙開発利用部会 
国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会 中間取りまとめ（平成26年7月）（抜粋） 
（2） 今後のISS計画への取り組み方～課題を踏まえて～ 

(イ) 成果最大化のための「きぼう」利用の方向性 

○ 基礎研究分野の実験枠（先導的な技術開発を含む）も一定程度確保することが重要である。一方で、企業参
入を促進する取り組みを行い、民間利用を拡大することが必要である。 

○ 大型放射光施設「SPring-8」やスーパーコンピューター「京」、その他の国の共用施設と同様に、「きぼう」を我
が国の研究開発プラットフォームの一翼を担うものとして、国の戦略的な施策にあった課題解決型の研究や
民間企業の研究開発等に対し、広く実験環境を提供できるようにする取り組みが必要である。 

○ 微小重力環境の特徴を効果的に活用できる分野（骨・筋肉・免疫等に関する生命科学研究やタンパク質結
晶生成を通した創薬研究等）に重点化するとともに、国の戦略的施策に合った課題解決型の研究を取り入
れていくことで、「きぼう」利用成果の社会や経済への波及を拡大することが必要である。 

○ 国の戦略的施策にあった課題解決型研究の取り込みにおいては、国の健康・医療施策に関連した研究開発
のプラットフォームとして戦略的な利用を進めることが重要である。具体的には、インフルエンザや癌、アルツ
ハイマー等、革新的な薬剤開発に向けた社会へのインパクトの高いタンパク質を対象とした国の創薬事業
等との連携や、加齢や老化に係るメカニズム解明やエピジェネティクス等の最先端の研究等があげられる。 

○ 「きぼう」有償利用にあたっては、利用の障壁とならないよう「適正価格」に近づける努力が必要である。 

○ 「きぼう」のアジア利用にあたっては、超小型衛星の放出のような参入しやすい形の利用等を進め、アジアの
ゲートウェイとしての我が国のプレゼンスの向上に繋がる取り組みを維持・発展させていくことが重要である。 

 

(ウ) 費用対効果向上のためのコスト負担の在り方 

○ ISS計画への参加から得られた成果の費用対効果については、「効果」として定量的に十分な成果が出ていな

いとする指摘がある一方、経済価値に直接換算することが困難な成果（有人宇宙技術の獲得、宇宙実験成
果、国際プレゼンス、青少年育成等）が得られているのも事実であり、多面的・総合的に評価する必要があ
る。また、ISS計画の経費は「将来の投資」と捉えることが重要であり、米国科学アカデミーの報告書
「Pathways to Exploration」(平成26年6月)においても、有人宇宙探査に係る経費について同様の考え方が示
されている。 

事務局にて下線・太字の加工 
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今後の「きぼう」利用方針の中での本委員会の対象範囲 
国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会 
中間取りまとめ付録４より抜粋 
（赤枠は事務局にて追加） 

本
委
員
会
の
ス
コ
ー
プ 



参考 



宇宙基本計画（平成27年1月9日宇宙開発戦略本部決定） 概要 
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宇宙基本計画（平成27年1月9日宇宙開発戦略本部決定） 概要 
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ISSに関する記述 



平成26年7月 
科学技術・学術審議会 研究計画・評価
分科会 宇宙開発利用部会 国際宇宙ス
テーション・国際宇宙探査小委員会 
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今後のISS計画への取り組み方 


	宇宙基本計画　及び�国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会中間取りまとめの�概要
	スライド番号 2
	科学技術・学術審議会　研究計画・評価分科会　宇宙開発利用部会�国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会　中間取りまとめ（平成26年7月）（抜粋）
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	宇宙基本計画（平成27年1月9日宇宙開発戦略本部決定）　概要
	宇宙基本計画（平成27年1月9日宇宙開発戦略本部決定）　概要
	平成26年7月�科学技術・学術審議会　研究計画・評価分科会　宇宙開発利用部会　国際宇宙ステーション・国際宇宙探査小委員会

